
江
戸
時

代

に
於
け

る

浄

土

宗

の
教

学

制
度

に

つ

い
て

山

中

昌

弘

冏
師
に
よ

つ
て
な

さ
れ
た
檀
林
教
学
制
度
が
酉
誉

に
よ

つ
て
実

際

に
応
用
さ
れ
急
速

に
発
展
を
遂
げ
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
本
宗

檀

林
教
学
の
組
織
的
発
展
を
為
す
基
礎
を

つ
く
り

あ
げ
た
、
そ
し

て
江
戸
時
代

開
幕
の
始
め
に
於
て
源
誉
存
応
に
よ

つ
て
十
八
檀
林

の
制
を
定
め
て
学
舎
を
設
け
勉
強
に
励
む
宗
侶
達
の
為
の
便
を
計

り

、
ま
た
上
下
の
秩
序
を
規
定
し
た
。

本
宗

に
於
て
檀
林
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
た
の
は
不
明
で
あ
る

が

鎌
倉
時
代
の
末
期
頃
よ
り
談
所
又

は
談
義
所
と
い
う
も
の
が
あ

つ
て
学
徒
を
集
め
て
講
義
を
し
て
い
た
。
こ
の
談
所
或

は
談
義
所

が
檀
所
と
な
り
檀
林
と
な

つ
た
も
の
と
思
わ
れ
惹
。
そ
し
で
諸
方

の
子
弟
を
集

め
て
学
事
攻
究
を
行
な
わ
せ
る
為
の
寺
院

の
事
で
、

宗

侶
の
学
問
所
に
名
ず
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
鎌
倉
時

代

以
後
禅
宗
を
中
心
と
し
て
発
達
流
行

し
て
来
た
も
の
が
各
宗
各

派
に
於
て
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
宗
に
於
て
も
三
祖
艮
忠

の
頃
よ
り
始
ま

つ
て
来
た
も

の
で
あ
る
。
増

上
寺
才
十

二
世
感
誉

存
貞
の
時

に
至

つ
て
そ
れ

を
制

度
化
し

て
宗
侶
養
成
の
学
場
と
し

た
の
で
あ
る
、
ま
た
こ
の
檀

林
修
学
の
倒
度
化
は
既
に
増
上
寺
才

十
世
感
誉
存
貞

の
時
に
檀
林
清
規
三
十

ニ
ケ
条
が
鯛
定
せ
ら
れ
て

宗
侶
養
成
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。

檀
林
成
立
の
時
代
的
背
景
は
、
戦
国
時
代
の
混

乱
期
を
経

て
全

国
を
統

一
し
た
家
康
が
、
天
亀
、
天
正

の
戦
乱
に
鑑
み
短
を
捨
て

て
長
を
取
り
、
道
義
を
重
じ
清
節
を
尚

び
、
自

か
ら
朴
素
勤
勉

で

あ
つ
た
、
そ
し
て
学
問

の
奨
励

に
務
め
ら
れ
た
、
冢
康
は
各
宗
大

寺
院
に
対
し
て
宗
法
度
、
寺
院
法
度
な

る
も
の
を
鯛
定
す
る
よ
う

に
命
令
し
た
。
寺
院
法
度
の
劉
定
は
社

会
の
秩
序
整
頓
の
為
で
あ

つ
て
、
関
ケ
原
役
後

一
年
、
慶
長

六
年

に
於

て
既
に
寺
院
法
度

の

制
定
を
出
し
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
真
言
宗
高
野
山
に
於
て
行

つ
た
、
浄
土
宗

に
於
て
も
元
和
元
年
七
月
七
溜
に
浄
土
宗
法
度
と

も
い
わ
れ
る

べ
き
元
和
条

目
三
十
五
ヶ
条
が
制
定

せ
ら
れ
、
そ
れ

に
よ
つ
て
檀
林
教
学
の
制
度
は

一
層
整
備
さ
れ
る
事
乏
な

つ
た
、

関
東
に
十
八
檀
林

に
於
て

一
定
の
年
月

の
間
修
学
研
鎖

し
な
け
れ
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ば

一
宗

の
教
師
資
格
を
得
ら
れ
な
い
と
規
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
学
林
を
中
心
と
し
た
數
学
制
度
は
、
単

に
本
宗

の

み
の
も
の
で
は
な
く
、
仏
教
界
全
体

に
於
て
も
、
じ
の
時
期

に
お

い
て
各
宗

の
学
林
制
度
が
完
備

し
た
、
こ
の
時
代

の
教
学
め
中
心

は
各
宗
共
に
学
林
教
学
で
あ

つ
て
各
僧
学
者
が
経
章
、
宗
典
を
講

義

し
て
門
弟
の
育
成
に

つ
と
め
た
q

か
か
る
制
度
は
幕
府

の
政
策
に
、よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
方
僧

侶

の
生
活
が
安
定
し
専
心
学
究
に
心
を
向

け
る
事
が
出
来

た
か
ら

で
も
あ
る
、
ま
た
幕
府
も
学
識
の
あ
る
僧
侶
を
尊
重
し
ぜ

こ
れ
ら

寺

院
を
保
護
し
た
事
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
学
徒
養

成
の

制
度
が
確
立
し
た
と

い
う
事
は
、マ
面
よ
り
見
る
と
宗

侶
の
学
識
向

上
を
計
る
事

で
も
あ
つ
た
が
、
反
面
宗
義

の
自
由
な
る
解
釈
を
許

さ
ず
、
型

に
は
ま

つ
た
封
建
的
な
学
風
を
樹
立
ナ
る
事
に

な
つ
た
。

さ
て
こ
の
檀
林

の
数
を
十
八
ケ
所

と
定
め
た
理
由

は
、
鎮
西
祖

俵
八
に
、

象
主

誓

之

員
蝋而

乃

選
二定

十

八

檀

林
懈

と

い
い
、
浄
宗
護
国
篇
に
は

公

姓
一十

八

公

葡

資
乱治

鼠

之

法

乎

十

八

願

王
蜘
(
中
略
)

必

建
一精

舎

十

八

区
層永

為
二叢

淋

多

育
二英

才
葡以

為
二法

運

無

窮

之

謀
聊也

(中
略
)
果

於
脚武

総

野

等

数

州
噛瀾

一創

浄

宗

教

学
]者

凡

十

八

所

今

世

羂
慣十

八

檀

林
幽者

是

也

此

益
表
㌦
蒙

姓

+

八

訟
周
云

々

と
い
い
、
又
御
遺
状
宝
蔵
入
百
ケ
条
の
中
に
は
、

憶
質我

一
代

之

戦

輩

始

終

八

九

十

倉

な

る

べ

し

出
二萬

死
一得
二
一
生
瞞者

十

八

ケ

度

、

都

而

厭

離

穢

土

欣

求

浄

土

の
法

戊

を

帯

て
得
γ
免

故

今

開
二関

東

十

八
檀

淋

鮒

之

子

孫

永

々

河
レ為
一浄

土

宗

門
幽

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
騰
八
櫨
林
の
数

に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
に
書

か
れ
て
い
る
。
ま
た
浄
全
に
よ
る
と
、

弥
陀
王
本
願
の
矛
十
八
位
に
.相

当
す
る
を
以

つ
て
其
の
十
八
を

取
り

、
又
徳
川
氏

の
本
姓
松
平
の
松

字
を
解
剖
す
れ
ば
十
八
公

と
成
る
を
以

つ
て
そ
の
十
八
を
取
る
と
い
う
に
あ
り
云
々

と
あ
る
、
等
に
よ
り
そ
の
理
由
を
知
る
事
が
出
来

る
。

関
東
十
八
檀
林
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
慶
長
二
年
説
、
慶

長
七
年
説
、
夊
は
元
和
元
年
と
い
う
説

が
あ

つ
て
確

か
な
年
代
を

知
る
事
は
出
来
な
い
、
し
か
し
始
め
の
う
ち
は
単

に
十
八
ケ
所
の
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の
学
問
所
を
設
け
た
だ
け
の
事
覧
あ

つ
て
、
此
の
員
数
が
満
た
さ

れ
た
の
は
寛
永
三
年

の
霊
巌
寺
動
立
以
後
の
喜
で
あ
る
撰

実
際
に

檀

林
の
機
能
が
充
分
に
発
揮

さ
れ
た
の
は
、
寛
永
三
年
よ
り
貞
享

二
年
ま
で
の
六
年
間
の
事
で
あ

つ
た
。
し
か
る
に
こ
れ
ら
十
八
檀

林
以
外

に
別
に
私

に
櫓
林
を
建
て
て
学
問
す
る
事
は
許
さ
れ
な
か

つ
た
。
即
ち
元
和
条
目
矛
七
条
に

非
二古

来

之

学

席
[者

私

不
荷

レ建
二常

法

螳
網事

と

あ
る
に
よ

つ
て
明
記

せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
関
東
十
八
檀
林
と
は
江
戸
時
代
に
於
け
る
本
宗

々
侶
養
成

の
機
関
で
あ

つ
て
、

一
宗
教
師

だ
ら
ん
ど
す
る
者
な
、.
こ
ね
鑑
十

八
檀
林
の
い
ず
れ
か
に
籍
を
置
い
で
宗
餘
乗
を
学
習
し
、
.十
五
年

の
後
薗
脈
を
俵
承
し
二
十
年
に
し
て
璽
書
を
受
け
修
学
二
十
年
を

満

ぜ
し
,者
は
正
上
人
、
十
五
年
以
上
二
十
年
未
満
の
者
は
権
上
人

の
綸
旨
を
拝
す
、
こ
の
事
は
浄
土
宗
法
度
に
、

浄

土

修
、学

不
レ至
二十

五

年
輻噛

不
レ尹

有
輔血

脈

伝

授
艚、

殊

更

於

璽

書

許

可

者

雖

為

器

量

之

仁

不

満

二

十

年

者

不
砕可
二伝

授
隅事

同

じ
仁
浄

土
宗
法
度
の
申
に

(前
略
)
於
令
溝
昆

二
十
年

之
稽
古
有
可
令
頂
戴
正
正
汰
‡

綸

旨
、
不
二
十
年
者
可
為
権

上
人
事
、
付
十
五
年
以
前
出
世
之
座

次
可
有
正
権
之
差
別
事
、

と
あ
る
。

こ
れ
を
各
宗

の
法
度
と
比

べ
て
み
る
と
、

曹
洞
宗
法
度

に
よ
る
と
、

不
レ在
二三

拾

年

之

修

行

成

就

之

僧
關不
レ可
レ
立
二法

艟
旧事

ま
た不

レ遂
尸二

十

年

修

行
一者

不
レ尹

致
一江

湖

頭
黼事

と
あ
る
。
ま
た
永
平
寺
捻
持
寺
法
度
に
よ
る
と
、

遂
二こ

+
.年

之

修

行
諏

近

湖

頭

胸舞

主

年
哨僧

云

々

ま

た

、

非
二三

十

年

行

ぞ
脚者

不
レ評

立
二法

艟
槲事

之
あ
渇
隅
こ
⑭
ぱ

う
に
次
体
学
淋

に
入

つ
て
か
ら

の
修
行
年
数
は

二
津

乃
至
三
雀

急

三

般
例
が
あ
つ
た
奮

、
呷本
宗
に
於

て
も
て
れ
に
も
と
ず
い
て
檀
林

修
学
の
年
次
を
定
め
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
の
ち
時
代

の
推
移
乏
共
に
そ

の
修
学
年
限
は
多
少
短
縮

せ
ら
れ
た
事
も
あ

つ
た
様

で
あ
蚤
つ

次
に
入
寺
に

つ
い
て
述
る
に
、
入
寺

と
は
子
弟
が
寺
院

に
入

つ
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て
住
職

に
つ
い
て
出
家
得
度

し
日
常
勤
行
を
習
修
し
、
あ
る
年
令

に
達
し
た
時
に
関
東
十
八
檀
林
の
い
ず
れ
か
に
入
籍
し
て
い
わ
ゆ

る
宗
門

の
入
と
な
る
こ
れ
を
入
寺
と
い
う
の
で
あ
る
。

寛
永
九
年
九
月
廿
九
母
増
上
寺
照
誉
了
学
の
時

に
出
さ
れ
た
所

化
掟

に
よ
る
と

十
五
才
以
前
之
者
無
用
之
事

様
子
見
悪
か
た
わ
も
の

他
宗
他
門
諸
勤
進
之
類
縦
袖
川
依

輯た
る
と

い
う
共
無

用
の
事

右
の
条

々
相
背
於
レ為
【入

寺
睹者

寮
坊
主
共
急
度
可
伝
㍗
二追
放
呻

者
也

仍
如
件

右

の
よ
う
に
、
、
た
だ
本
宗
寺
院
の
子
弟

で
あ
る
者
は
全
て
こ
れ
入

寺

す
る
事
が
出
来
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。

す
な
わ
ち
寛
文
十

圃
年
正
月
十
二
日
に
出
さ
れ
た
檀
林
能
化
の

会

合
に
於
て
議
決
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
定
書
の
矛
十
項
に

初
入
寺
之
僧
十
五
才
以
前
不
勾

レ湾

蓄

容

事

ま

た
、

一
向

宗

強

可
ゼ
有
"吟

味
刷事

付

件

之

者

於
も
爪
門

中
偽

号
二

弟

3

所

化

出

候

者

露

顕

次

才

急

度

法

度

可
二申

付
一事

と
あ
る
。
入
寺
の
年
令
を
十
五
才
に
定

め
ら
れ
た
理
由

に

っ
い
て

は
明
ら

か
で
な

い
・が

、
元
祖
法
然
上
人

が
出
家
さ
れ
た
年
令
が
十

五
才
で
あ
り
、
ま
た
行
基
僧
正
、
慈
覚
大
黼
等
数

々
の
学
匠
が
十

五
才
で
出
家
さ
れ
て
い
る
。
依

つ
て
出
家
得
度
す
る
の
は
大
体
古

来
よ
り
十
五
才
頃
と
な

つ
て
居
り
、
こ
れ
が
律
勧
に
よ

つ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
槽
林
も

こ
の
年
次
を
も

つ
て
檀
林
入
寺
年
令
を
十
五

才
と
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

徳
川
幕
府

は
学
問
を
奨
励
し
各
宗
各

派
に
い
ろ
い
ろ
の
法
度
を

作
ら

せ
た
、
ま
た
幕
府

の
政
策
に
よ
つ
て
寺
院
の
経
済
的
基
礎
が

確
立
さ
れ
た
、
こ
れ
に
よ

つ
て
仏
教
各

宗
は
教
学
面
に
力
を

つ
く

す
宗
策
を
取
る
事
に
な
つ
た
。
本
宗
に
於
て
も
宗
蓑
攻
究
の
黄
金

時
代
を
築
く
事
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
他
宗
派
と
同
様

、

宗
侶
育
成
の
為
の
教
学
は
大

い
に
発
達
し
名
僧
、
学
匠
が
数
多
く

輩
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
研
究
は

い
わ
ゆ
る
鎮
西
上

人
の
時
代

の
如
き
単
な
る
祖
述
と
顕
彰

に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
宗

乗
余
乗
の
研
究
も
行
な
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

同
師

の
頃
ま
で
は
浄
土
宗
は
倶
舎
、

成
実
宗
と
同
様
寓
宗
的
存

在
で
あ

つ
て
独
立
教
団
と
し
て
大
き
な
発
達
も
せ
ず
教
学
の
面
に

4



於
て
諦

、
既
成
仏
教
に
対
抗

超
來
る
ま
で
の
も
の
億
無
か

つ
た
。

し
か
し
近
世
時
に
江
戸
時
代
に
入
つ
て

M
独

立
宗
派
と
し
て
教
学

の
面
に
於
て
も
櫨
林
劉
度
が
確

立
し
て
、
本
宗

の
教
師
資
格
を
得

ん
と
す
る
者
に
は
、
全
て
皆

こ
の
楓
林
の
何
れ
か
に
入

つ
て
宗
義

を
研
究
す
る
事
が
必
修
の
学
問
と
な

つ
て
来

た
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
よ
り
進
ん
で

一
般
仏
教

々
学
で
あ
る
と
こ
ろ
の
餘
乗

の
研
究

も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
宗
乗
、
餘
乗
の

研

究
は
関
東
十
八
檀
林
を
中
心
に
次
矛
に
発
達
し
、
慶
長

の
頃
に

は
総
誉
清
巌
の
門
下
で
あ
る
不
残
と
、
小
石
川

の
廓

山
が
南
都

へ

遊

学
し
て
唯
識
を
研
究
し
て
こ
れ
を
檀
林
に
於
て
講
義
し
た
の
を

は

じ
め
、
性
相
学
の
研
究
を
行
な
う
者
も
数
多
く
出
て
来

た
。

ま
た
宗
学
、
史
学
、
仏
教
学
の
殀
究
は
大
い

に
発
達
し
た
。
し

か

し
元
来
関
東
十
八
櫨
林
は
同
師

の
説
く
宗
乗
を
主
π
研
究
す
る

所

で
あ

つ
た
為
、
餘
乗
の
如
き
専
門
的
研
究
は
特
に
名
越
派
の
よ

う
な
在
野

の
教
学
に
於

て
発
達
し
た
の
で
あ
る
。
依

つ
て
増
上
寺

檀

林
に
於
て
は
在
野
の
性
相
学
の
学
者
を
招

い
て
講
師
と
し
て
学

徒

の
研
究

に
あ
た
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て

い
る
。
中
で
も
名
越
檀
林

の
系
統
か
ら
は
名
匠
碩
学
の
者
が
輩
出
し
、
そ
の
威
力

は
絶
大
な

る

も

の

で

あ

つ
た

。
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